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ＪＲ東労組大宮地本と交流会を行う！
職場からの闘う底力を!!

１０月４～５日、ＪＲ東海労新幹線関西地

。本はＪＲ東労組大宮地本と交流を行いました

ＪＲ東海労新幹線関西地本からは１１名が参

加し、ＪＲ東労組の仲間も地本や各支部、分

会、青年部の代表など３３名に参加していた

だきました。

交流会は美世志会の梁次さんから「７．１

１の有罪ありきの判決についてや、職場から

闘う底力をつけるために」などの問題提起を

受け、その後それぞれの地本から「美世志会

６名の不当懲戒解雇処分撤回の闘いの強化について 「ＪＲ東海労名古屋地本加藤業務部長」

の不当懲戒解雇撤回に向けた職場からの闘いについて」について報告を行い、その後全体で

討論を行いました。単組の違いはあるが、会社からの攻撃は同じで、共に職場から闘いをつ

くることが確認されました。特にＪＲ東労

組の若い仲間から「今回の不当解雇で会社

の本質がよくわかった、職場から闘う」と

いった意見が多く出されました。

翌日は、ＪＲ東労組浦和電車区分会の仲

間と交流を行いました。職場の怒りをいか

に結集するかということなどについて白熱

した討論を行いました。不当な首切りを絶

対に許さず、ＪＲ総連に結集する仲間とし

て、お互いに連帯をつくり出しました。


